
２ 白川郷学園の学習指導 

 

１ 学習指導要領の準用 

学校教育法施行規則第７９条の６には、義務教育学校の前期課程、後期課程の教育課程

は、それぞれ小学校、中学校の学習指導要領の規定を準用するとされている。一方で、平

成２７年文部科学省告示「義務教育学校並びに中学校併設型小学校及び小学校併設型中学

校の教育課程の基準の特例を定める件」では、相互に関連するものの一部を入れ替えて指

導したり移行して指導したりできるとされている。 

開校以来、当該学年の標準時数を踏襲しつつ、学習内容の入れ替えや移行を実施してき

た。一方で、全国学力・学習状況調査の結果から、基礎的・基本的な学習内容の確実な定

着に課題があることから、現在では入れ替え、移行、異学年合同授業について慎重に検討

し、可能な範囲で実施している。今後、学習内容の系統性や重複等を踏まえて、子ども達

の学びを広げ、深める異学年での効果的な指導の在り方を探っていく。 

 

２ 前期課程からの緩やかな教科担任制 

本校では開校以来、前期課程から緩やかに教科担任制

を進めている。前期課程前半から後期課程にかけて、学

習内容が具体から抽象へ変化したり、興味・関心による

教材や学習方法の選択の幅が広がったり、探究的な要素

が増したりするなど、系統性（縦のつながり）を踏まえ

た専門的な指導が必要になることから、前期課程の早い

時期からの教科担任制は有効に働く。こうしたそれぞれ

の教員の教科専門性を生かした指導によって、児童生徒

が教科授業の学びの楽しさを実感したり深い学びを実現したりできるようにしている【図

表２】。同時に、複数の教職員が一つの学級の指導に関わることで、子どもたちのよさや課

題を多面的・多角的にとらえ、組織的な生徒指導にもつなげている。 

【図表１】教科担任による質の高い授業 

（９年生社会科） 

【図表２】９年間の学習指導の捉え 
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配置される教職員の専門教科や担任する学年も変わるため、年度によって教科担任制の

実施可能な学年は変動するが、低学年から緩やかに教科担任制の授業を拡大し、後期課程

では完全教科担任制（一部、免外の教科担任制）を実施している。 

一方で、入学したばかりの１年生が、１日の中で目まぐるしく教科担任が入れ替わるこ

とに不安を抱いていることや、一人の教員がじっくりと児童と向き合い、指導と見届け、

価値付けを行うことも低学年の児童への指導として必要であるという考えから、本年度は

１年生は算数、体育、音楽以外を学級担任が受け持っている。 

 

３ 教科センター方式での授業 

児童生徒数の減少により余裕教室ができたことから、

本校では各教科教室を設置している【図表３】。音楽や図

工・美術等のみならず、前期課程の稼働可能な学年、教科

からこの教科教室にて授業を行っている。後期課程では

完全教科センター方式をとり、すべての教科において教

科教室で授業を行うことを基本としている。各教科の備

品（学習用具）や学び方、学習の足跡等の掲示物等の教

科独自の環境の中で、教科の空気を感じ取りながら学びを深められるようにしている。 

 

４ 教科授業における地域の教育資源の活用 

白川村には、豊かな自然、伝統文化、観光などの生きた本物教材が豊富にある。また、

それらを未来へつなぐことを生業にし、魅力を継承している人もたくさんみえる。村民学

の授業に限らず、これらの生きた教育資源を教科の授業に活用しない手はない【図表４】。 

 

本校には、学校運営協議会の学校支援

部より、「地域から学ぶ支援者バンクデ

ータベース」として白川村の人材リスト

が共有されている【図表５】。本データバ

ンクには現在１４１名が登録されてい

る。現地に出かけたり、講師として招い

て特別授業を仕組んだりすることで、本

物に触れ、リアルから学ぶことができ

る。こういった学校内外における感動体

験こそが、学びを日常生活や社会とつな

【図表４】学校外での授業、地域講師を招いた授業 

【図表５】地域から学ぶ支援者バンクデータベース 

【図表３】教科特別教室（社会） 
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ぎ、学ぶことの有用性の実感や白川村の担い手、未来の創り手としての自覚を高めること

につながる。 

 

５ 独自の英語授業 

本校では、「ＳＥＥ（白川郷イングリッシュ・エデュケ 

ーション）」としてカリキュラムを作成し、英語教育に取

り組んできた。本年度は１、２年生で年間１７時間、３、

４年生で年間３５時間、５、６年生で年間７０時間、７年

生から９年生までで年間１４０時間の授業を実施し、実践

的コミュニケーション能力を育んでいる。特に後期課程で

は、教科書教材で学習をとどめず、観光客のいる荻町に出

かけて国外からの来訪者とコミュニケーションを図り、学

習内容の有用性を実感できるようにしている【図表６】。 

加えて、毎週水曜日の昼休みには「グローバルタイム」を設定し、全校児童生徒の自由

参加型でＡＬＴが中心となって英語に慣れ親しむ時間を設定している。 

 

６ ＩＣＴ機器活用による授業改善 

本校では、コロナ禍前から一人一台タブレット端末を

導入し、校内 Wi-fi 環境下で端末を活用した授業改善を

進めてきた。９年間の学びについて「知識及び技能」、「思

考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」

の側面から情報活用能力の系統を１枚にまとめて教職員

で共有し、各教科等の学習の中で様々なアプリケーショ

ンを活用することで、児童生徒の情報活用能力を高めて

いる【図表７】。 

加えて、生成ＡＩの効果的な活用の在り方については、

国の動向を踏まえ、独自に外部講師を招いて職員研修を行ったり、研修で得たスキルを校

内研修で広め合ったりしながら、その活用の可能性を広げている。現段階で、社会科や算

数・数学科の授業で、生成ＡＩの解答の妥当性を吟味、議論する授業を行っている。今後、

このことにシフトし、授業改善に取り組んでいく。 

  

７ 期末テストの廃止（後期課程）と単元テストの位置付け 

（１）学習サイクルの確立 

本校の児童生徒の課題である基礎的・基本的な内容の確実な定着と学習習慣の確立に

向けて、本年度より期末テストを廃止し、単元などの学習内容のまとまりごとに短期ス

パンで行う「単元テスト」を位置付けた。もとより、テストは期間のまとまり（教員の都

合）で実施するものではなく、単元などの学習内容のまとまりで実施し、学習内容の定着

を図ることが重要である。 

期日や範囲を事前（２週間程度前まで）に告知し、併せて具体的な学習方法について教

科担任と学級担任が連携し、個別に指導しながら計画を立てて（Ｐ）取り組む（Ｄ）こと

【図表６】観光地で国外からの来訪者に

話しかける生徒 

【図表７】タブレット端末を活用した協

働的な学び 
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ができるようにしている。 

テスト後は「学習のカルテ」【図表８】

とともに速やかに返却し、課題を明確

にする（Ｃ）とともに、教科担任と克

服する方法を考えたりしながら学習の

改善に努めること（Ａ）ができるよう

にしている。 

なお、進学等を考慮すると、総合的

な学力の判定や把握が必要であるとい

うこと、５０分のテストを５時間連続

で受けることに生徒が慣れる必要があ

ることから、年間３回（９年生にあっ

ては４回）実力テストを位置付けてい

る。 

 

（２）「ふるさと白川郷ウイーク」の取組 

白川村では毎年秋（９月、１０月）

に祭礼が行われる。本校には獅子舞や民謡などで出役をする児童生徒が多い。したがっ

て、この期間、授業を進めることは困難である。そこで、開校以来、ふるさとの伝統文化

に触れるこの期間を「ふるさと白川郷ウイーク」として午前授業とし、補充的・発展的な

学習に取り組む期間としている（現在のところ秋休みは設定していない）。 

児童生徒は、それまでの単元テストや学習のカルテから自分の課題を明確にし、個別

に計画を立てながら学習に取り組んでいる【図表９】。単元テストの解き直し、タブレッ

ト端末の学習支援ソフトを活用した個別最適化された教材での学び、教師が準備した選

択制の学習プリントの活用などを行っている【図表１０】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表１０】自分の課題克服に向けて取

り組む児童 

【図表８】学習のカルテ（後期課程・社会） 

 

【図表９】ふるさとウイーク学習計画表 
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８ 全国学力・学習状況調査の結果に見る本校の成果 

（１）標準化得点の推移 

毎年４月に６年生、９年

生を対象に実施される全国

学力・学習状況調査のうち、

【図表１１】は、９年生の標

準化得点の推移を表したグ

ラフである。本年度、総じて

全国や県と比べて高く、近

年、その傾向が強くなって 

いる。 

（小規模校で母集団の小さい本校にとって、平均正答率や標準化得点ほどあてにならない

ものはないことは理解している。） 

問題別にみると、目的に応じて情報を選択、整理したり、相手の考えと比較して考えた

り、相手に伝わるように話の構成を工夫したりする力を見る問題の正答率が特に高い傾向

にある。これは、少人数がゆえ、教科学習や村民学、ＬＰ活動など、仲間との協働の中で

自ずと一人ひとりに出番があり、日常的に聞く力、話す力等が鍛えられているからではな

いかと推察している。 

 

（２）学習に対する意識の変化 

 同調査の生徒質問紙における、本年度９年生の回答結果を示す。 

（グラフ最上部から：全国回答状況→令和７年度本校９年生→令和６年度・・・→開校時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【図表１１】全国学力・学習状況調査の９年生の標準化得点の推移（全国を 100） 

昨年度までに受けた授業は、自分にあった教え
方、教材、学習時間などになっていましたか 

学習した内容について、分かった点や、よく分か
らなかった点を見直し、次の学習につなげること
ができていますか 

昨年度までに受けた授業では、課題の解決に向
けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか 

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自
分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたり
することができていますか  
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 平均正答率の標準化得点や、生徒質問紙の回答状況から、開校以来、本校で行ってきた

取組は子どもたちに浸透し、一定の成果を生み出していると考えられる。義務教育学校と

してのメリットを生かしてダイナミックに実践してきた成果を次のステージにつないでい

く。特に、基礎学力の定着は開校以来、課題となっている。本日の公表会でも、全国学力・

学習状況調査の問題別にみられる課題（国語では自分の考えについて根拠を明確にして伝

える力、算数では割合の概念理解）を克服するための指導改善を提案する。 

 

 

 

 

昨年度までに受けた授業では、各教科などで学
んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる
活動を行っていましたか 

授業で学んだことを、次の学習や実生活に結び
つけて考えたり、生かしたりすることができると
思いますか 

昨年度までに受けた授業で、自分の考えを発表
する機会では、考えがうまく伝わるよう、資料や文
章、話の組立てなどを工夫し発表していましたか
  

先生は、授業やテストで間違えたところや、理解
していないところについて、分かるまで教えてく
れていると思いますか 
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